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められている。本事例では，品質工学手法の中で検査事象の正常/異常判定を行う「パター
ン認識MTS（マハラノビス・タグチ・システム）法」を採用し，最適な情報を合理化するた
めに，SN比（ばらつきの尺度）をMD（マハラノビス距離）に融合した新たな“融合評価特
性”と正常/異常判定の基準値である“閾値設定法”適用の有効性について検証した。検証成果
として，波形パターン形状情報からの特徴量を解析する「パターン認識MTS法」が，一般的
な特徴化解析法（周波数分析法など）に比べて判別分析精度の高いことが確認できた。さら
には，検査工程を官能検査法から「パターン認識MTS法」を適用した自動化へ可能性の検証
により，「判別分析法の精度向上（高品質）不良率30%削減」と「検査工程の自動化（高生
産性）可動率20%向上」および「検査員の省人化（低コスト化）製造原価30%削減」同時達
成の目途がたった。 
第6章では，本論文で提案した“品質評価・解析手法”を振り返り，総括と品質工学の今後
の展望について論じている。本論文で提案する“品質評価・解析手法”は，実用上要求される
「高品質（Q）」と「低コスト化（C）」と「高生産性（D）」の三大要素を同時に克服する
ことが可能な手法であり，工業製品の品質評価を始め，様々な科学的分野に広く応用できる
と考える。 
 
 
